

























What kind of“class”does“the Multitude”make itself?































































































































































































































































































































































































































お わ り に
本稿では，『?帝国>』に代表されるネグリらの一連の議論の全体像をつかむための第一歩と
して，「マルチチュード」概念と「労働者階級」との関係に的を絞って考察してきた。特にマ
ルチチュードの「多様性と統一性」について中心的に考察してきたが，ネグリらの議論が単
なる収斂説にも，また，事実上の階級解消論にも，簡単には還元しえないものであることが
確認できたと考える。
次なる課題として焦点化してきた問題は，マルチチュードの「統一性」の根拠は何かとい
う問題である。
筆者の見るところ，ネグリらは，それを「The Common」の概念によって説明しようと試
みている。この点の検討が続稿での主題となるだろう。
（あさかわ まさみ マルクス経済学)
― ―44
「マルチチュード」は，自らをいかなる「階級」とするのか（浅川雅己)
